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第 4回 チャリティ・ちょこっと古本市 

 2026年 3月 19日(木)～ 3月 20日(金) 会場設営・寄付本受付 

 3月 21日(土)～ 3月 22日(日) 販売・会場撤収 

 会場：小平市中央公民館 ギャラリー 
 

今年も友の会の大イベント「チャリティ古本市（2023 年からチャリティ・ちょこっと古本市に変更）」

が、3月 21日、22日（午前）、中央公民館ギャラリーで開催されました。市民の皆さんから読み終えた本

を寄付していただき、それらの本を再び活用していただくために廉価で販売しています。その純益金は

毎年、小平市立図書館で役立てられています。会員の高齢化が進む中で、昨年からは学生ボランティア募

集から学生アルバイト（有償）募集に切り替え、力仕事の会場設営、片付け、本の運搬など、若い力に大

いに助けられ、運営されています。 

定着した古本市は、常連さんや今年市報

やチラシなどで知った方、準備中にたまた

ま中央公民館へ来館した方など多くの方々

が、本との出会いを求めて来場してくださ

り賑わいました。 

第 1 日目、開場して 1 時間は、とにかく

バーゲンセール会場並みに混み合います

が、トラブルもないのは、お客さんたちが、購入は 1回 30冊まで、会計の並び方など、会場内のルール

をしっかり守ってくださっているおかげだと思います。 
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小平市民の方々が寄付してくださった本のジャンルは多岐にわたっていて、私たちは準備段階で、な

るべく見やすいように整理しますが、なかなかしきれません……その中で、お客さんはご自分の探して

いた本に遭遇した時、「やった～!!」という気持ちになられるのでしょうか!? 満面の笑みで会場を後に

するお客さんを出入口で見送るのは、何とも言えない最高な気分でした。 

今年度は図書館開館 50周年にあたり、友の会からのお祝いの形として、廊下の壁に図書館の場所を示

した地図を貼り、来場者の方々に、お気に入りの図書館、図書館のここが好き、など、ひと言コメントを

ポストイットに自由に書いて貼っていただきました。どのコメントも図書館への愛が溢れていました。 

残った本は、来年度用に残した以外、市内の就労支援事業所プランズさんが大型バンで引き取りに来

てくださり、そこでまた再利用されています。プランズさんとのおつきあいも３年になります。 

集本日から片付けまで本に囲まれた４日間、会員とアルバイト学生が心をひとつにして成し遂げた古

本市。終了後には改めて反省会を設け、振り返りと来年度に向けての話し合いもしています。ぜひ、来年

も古本市へ足をお運びください。お待ちしています。 

～第４回 チャリティ・ちょこっと古本市 実績～ 

・集まった本：7,844冊（昨年度の残本も含む） ・本を寄付してくださった人：約 200人 

・来場者数（21、22日）：741人 ・売上冊数：3,877冊 ・売上金額：180,900円 

・古本市スタッフ（会員、家族、学生アルバイト 4日間）延べ 73人 

＊売上金から必要経費を引いた金額を、物品寄贈（備品など図書館が希望する物品）の形で 

小平市の図書館に寄付しています。 （内田清子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

初 め て 古 本 市 に 参 加 し て  

昨年友の会に入会して、初めて古本市の世話人として参加しました。２回の世話人会では、詳

細な段取りや改善案等が次々に出され、議論が活発に進む様子に圧倒されました。当日の設営

も、短時間で皆が役割を判断しながら動き、迷いのない連携の様子にはイベント継続の実績を感

じました。  

集本が始まると想像以上に多くの市民が本を持ち寄ってくださる中、冊数の確認などに集中し

ました。また、販売開始直後は会場が見通せないほどの来場者で、会計を担当した私は汗だくに

なりながら、本が次々と手に取られていく光景に驚く暇もないぐらいでした。本の陳列やそのた

めの分類、売れて冊数が減っていく中で空いたスペースに面出し陳列をするなどの工夫をするノ

ウハウなど、学ぶことが多かったです。  

「ネットでポチる」のが当たり前の昨今ですが、本を手に取ってみてから購入する、その機会

としてもこの古本市は意義があるのではないかと感じました。新たな読者を増やし、本が市民の

間を循環する、それはきっと図書館を支える力にもなるだろうと思える貴重な場でした。 

 （森 恵利子）  

 

喜平図書館には絵本に

詳しい図書館員さんが

いて助かります！ 

 
津田図書館には切り絵の 

上手い人がいて、飾りが 

とてもきれいです 

 

中央図書館の風除室の展示が

いつもステキです！ 

とてもセンスが良くて楽しみです 

なかまちｂ 

仲町図書館には 

ひみつのれいぞうこ 

があります！ 

 

市内にたくさんある図書館 

生活の、命の、楽しみの源

です 何度も訪れて人生を

豊かにしてもらっています 

ロビーの掲示板に寄せられた 

小平図書館へのメッセージの一部 
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講演会 2026.4.18（土）「いまを生きるアイヌの人々を撮り続けて」 

 講師：宇井眞紀子さん（写真家） 

 会場：小平市中央図書館 視聴覚室 時間：13:30～15:30 

今年の講演会は、1992年からアイヌ民族の取材

に取り組んでこられた東村山市在住の写真家・宇

井眞紀子さんをお招きして、スライドトークをお

願いしました。募集定員 70 人を上回るお客さま

が集まり、好評のうちに終了しました。 

前半、「アイヌ現

代の肖像」と題し

て、宇井さんのこれ

までの活動、アイヌ

の人々との出会い、

関わりについて、11

枚のスライドで紹

介されました。 

 

① 子々孫々……アイヌの人々を取材するきっか

けになった、北海道二風谷のアシリレラさん

との出会い。宇井さんのお子さんがコップの

水をこぼしたとき、「そこに飲みたいカムイが

いたんだね」と言われたエピソード（アイヌの

世界観）が印象的。 

② 育み合う台地……建設中の二風谷ダムに抗議

して水門でヨモギを流す。“水門しめるな”デ

モ（1996年）。「ウレシパモシリ」（互いに育み

合う大地）。 

③ 東京に根ざす……５千人から１万人の関東在

住のアイヌの人たち。アイヌ民族衣装を着た

かわいい子どもたち（アイヌ感謝祭）と多摩川

河川敷でのカムイノミ（儀式）。「あらゆるもの

にカムイが宿る」（これもアイヌの世界観）。 

④ 分け合う恵み……山菜採り。小さな子どもに

教わった「根っこを残して採るんだよ」。 

⑤ 東京で開店……東京でアイヌの店を。1993年、

新宿にアイヌ料理店「レラチセ」開店。のち、

大久保に「ハルコロ」開店。開店祝いの「カム

イノミ」の様子。 

⑥ 東京タワーの下で……「東京イチャルパ」（先

祖供養）。芝公園増上寺境内「開拓使仮学校跡」

（明治初期の教育機関跡）で。 

⑦ 先住民族の長老会議……2009 年、アメリカの

アリゾナ州で開催された世界中の先住民族が

集まり、さまざまな儀式が行われた。宇井さん

も参加。 

⑧ 遺骨の返還……1970 年頃まで、研究者たちが

アイヌの墓を掘り起こして遺骨や副葬品を持

ち出していたという、よく知られた事実。2016

年、返還された遺骨の「再埋葬」儀式。 

⑨ シルエットで……宇井さんのライフワークで

ある「アイヌ 100 人のいま」プロジェクトの

経緯。どこでどんなシチュエーションで撮る

かは、撮影されるアイヌの人たちが決める。シ

ルエットで撮られることを希望した人の写真。 

次に誰を撮るかは、撮られた人に決めてもら

い、紹介してもらっている。 

⑩ 三世代の「今」……祖父（木彫り作家）、母、

息子、娘の三世代との出会い。『伝え守る アイ

ヌ三世代の物語』（2021 年・少年写真新聞社）

からの写真。 

⑪ みんなで踊ろう……「アイヌ感謝祭」の様子。

「ペウレウタリ（若い仲間）の会」が主催。宇

井さんも誘われて入会した。アイヌの会は関

東に４つあるが（アイヌの人たちだけが会員）、

この会はアイヌと和人の親睦をはかる会。 

* 

休憩をはさみ、後半、『アイヌ 100人のいまⅡ』

に掲載されている 100 人（100 組）の写真が、写

された方々のそれぞれのコメント「いまいちばん

言いたいこと」とともにスライド投影されました。 

じつは、宇井さんが持参されたＰＣと会場のプ

ロジェクターとの相性が悪く、急遽、別のＰＣで

の投影となりました。宇井さんの当初の予定では、

専用ソフトを使い、写真が投影され、少し時間を

置いて「コメント」の文字が浮き上がる段取り

だったそうです。その意図は、まず写真（アイヌ

の人たちの姿）と向き合ってほしい。文字が出る

と、ついそちらに目が移って読んでしまいがちな

ので、とのこと。そういう事情で写真と「コメン

ト」が同時投影されることになり、文字も小さ

かったため、会場の後方からは読みにくかったこ

とだけが残念でしたが、参加された皆さんからは

好意的な感想が寄せられました。 （入山弘之） 

2026.4.18 

宇井眞紀子さん講演会 
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文学 散 歩  2026.4.26（日） 
「市谷の杜 本と活字館」 「新宿区立 漱石山房記念館」 

 
市谷の杜 本と活字館（東京都新宿区市谷加賀町 1-1-1） https://ichigaya-letterpress.jp/ 

新宿区立漱石山房記念館（新宿区早稲田南町７） https://soseki-museum.jp/ 
 
快晴の散歩日和、大日本

印刷「市谷の杜 本と活字

館」へ会員 11人で行ってき

ました。ここは印刷の原点

である活版印刷と本作りを

テーマとしたリアルファク

トリーです。大正 15年建築

の重みある建物の中には、

かつては大活躍していた印

刷機や製本用の重厚な機械が並び、活版印刷の手

順が動画で説明されています。小さな小さな活字

を手際よく拾い、版を組む職人の姿を想像しなが

ら印刷技術の発展を学びました。 

お寿司屋さんのランチでお腹を満たし、同じ新

宿区にある「漱石山房記念館」へ向かいました。

実は 2018 年に続き文学散歩で訪れるのは２回目

でしたが、それぞれが持つ漱石作品との思い出を

振り返りながら、展示を楽しみました。企画展「夏

目先生 漱石の教師時代」では巻物に筆で認めら

れた教え子に宛てた手紙などが並び、師弟の結び

つきが今よりもずっと深かったことが伝わって

きました。また『吾輩は猫である』を発表した俳

句雑誌『ホトトギス』は大日本印刷で印刷された

と知り、出版にむけて 120年ほど前にこの辺りを

奔走していた人たちがいたかも、と想像するのも

楽しいことでした。 （剣持香世・杉本順子） 

学 習 会 報 告  
 

Ｙ Ａ を 楽 し む 会  
  

2023年春、Ｗさんは本を読みたくなったのでお

仲間に入れてください、と見学にいらした。それ

以来このＹＡを楽しむ会を大変気に入ってくだ

さって、読書会のみならず、取り上げた本の舞台

を訪ねる小旅行などにも喜んで参加してくだ

さった。Ｗさんがどうして痛切に本を読みたいと

思われたのか、どのように読書会を楽しんでくだ

さっていたのかは、会報第 50 号に寄せていただ

いた文章に思いの丈が溢れている。（友の会のブ

ログで再読可能！！）読書会では、全員の感想を

静かに受け止め、最後に私からも良いですか、と

ご自分の思いを実直に語られた。そして美味しい

ものに目がなくて、旅のお土産や美味しいお店の

情報をたくさん届けてくださった。 

2025年秋、風のように天国に旅立たれてしまっ

たＷさん。この春おすすめのお店（国分寺のスズ

メノツノ）で偲ぶ会を開く。作る人の温かさが

たっぷり入った料理を美味しいね～、とメンバー

でしみじみと味わった。ティーンズ向けの本を読

んで感想を語り合う「ＹＡを楽しむ会」、Ｗさんが

気に入ってくださった居心地の良さをこれから

も守っていきたい。 （杉本順子） 

 
―2025 年 11月から 2026年 4月のテキスト― 

■2025年 11月 28日（金） 

『スラムに水は流れない』 

ヴァルシャ・バジャージ あすなろ書房 

絵本『いま 日本は戦争をしている』 

堀川理万子 小峰書店 

■12月 19日（金）DVD鑑賞 

『ガーンジー島の読書会の秘密』 

■2026年 1月 23日（金）  

『ブルーラインから、はるか』林けんじろう 

講談社 

■2月 27日（金） 

『西の果ての白馬』マイケル・モーパーゴ 

徳間書店 

『銀河の図書室』名取佐和子 実業之日本社 

■3月 27日（金） 

『図書室のはこぶね』名取佐和子 実業之日本社 

■4月 17日（金） 

『合言葉はフリンドル』 

アンドリュー・クレメンツ 講談社 

＊国分寺 スズメノツノにてＷさんを偲んで 

ランチ会  

「市谷の杜 

本と活字館」前で 
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読書サークル・小平β  
 
世界が落ちつかない今、社会や経済、科学の話

題から距離を置こうとする傾向があるのかもし

れません。でも、だからこそ少しだけ立ち止まっ

て、考えてみませんか。この読書会では、資本主

義や民主主義の課題、科学技術の進展、紛争や平

和、そして人生など、私たちが向き合うべきテー

マを、課題本をもとに無理のないペースで一緒に

考えていきます。 

難しい議論をする場というよりも、背景の異な

る参加者同士が気軽に対話しながら、理解を深め

ていく場です。母校の高等学校では「哲学対話」

という活動が行われており、日常生活の中で生じ

る「自由とは何か」「幸福とは何か」といった問い

を出発点に、参加者が知識にとどまらず自らの考

えを言葉にし、他者の意見に耳を傾けながら思考

を深めていく取り組みだと聞いています。この読

書会も、そうした対話の楽しさを大切にしながら、

世代や性別を超えて自由に意見を交わせる場に

していきたいと考えています。現在は、原則とし

て以下の形で、毎回 10名程度で活動しています。

女性の参加者もいらっしゃいます。ぜひお気軽に

ご参加ください。 （世話人 加本 実） 

【開催日時】２か月に１回、第３日曜日 

 午後２時～４時３０分  

【場所】小平市中央図書館３階 視聴覚室  

【課題本】参加者の推薦本をみなで検討し、次回 

あるいは次々回の課題本を決定します。 

本の種類は新書・文庫等とし、1,500 円以内の

本、2021年以降発行が望ましい。 

推薦された方を原則に【報告者】とし、本の推

薦者とは別に【進行者】を毎回選ぶ。 

※継続するなかで改善していきます。 

 

― 2025年 11月～2026年 3月の課題本 ― 

■第 21回 2025年 11月 16日（日）９名 

戸谷洋志『詭弁と論破』朝日新書 2025.4.11 

■第 22回 2026年１月 18日（日）７名 

小林武彦『なぜヒトだけが幸せになれないのか』 

講談社現代新書 2025.4.24 

■第 23回 ３月 29日（日）８名 

黒井千次『老いの深み』中公新書 2024.5.22 

■第 24回（予告） 5月 24日（日） 

加藤喜之『福音派――終末論に引き裂かれる 

アメリカ社会』中公新書 2025.9.25 

図書館について学ぶ会・ハンディ

キャップサービス学習会 

 

２か月に１回のペースで集まりを持ちます。な

かなかまとまった学習はできませんが、集まれば

図書館についての話題は尽きません。学ぶ会とい

うよりも語る会のようです。最近、昨年 11月にリ

ニューアルした小平市図書館のＨＰについて、使

いづらいので検証してもらいたいとの会員の声

が上がりました。そこでＰＣを持ち込んでスク

リーンに映し、以前との違いや他市のＨＰとの比

較をして、良くなったところ、逆に使いづらいと

ころをピックアップしました。またＰＣではなく

スマホからのアクセス方法や画面の見やすさな

ども検討しました。たとえばＨＰ上の言葉の使い

方として、「解除可能」は手順の言葉としては馴染

みが薄く、「キャンセル」や「取り消し」や「削除」

としたほうがわかり易いのでは、という意見が出

ていました。次回も引き続き検証を重ねたいと思

います。 

＊毎年３月に行われる図書館主催のハンディ

キャップサービス交流会は今年は中止となりま

した。 （剣持香世） 

 

 

・・・朗読会へのお誘い・・・ 

読むことから聴くことへ。 

言葉が生きる瞬間を、ぜひ会場で。 

 

 

初夏に贈る大人の朗読会 

向田邦子「父の詫び状」「お辞儀」 

岸恵子訳「パリのおばあさんの物語」 

宮部みゆき「神無月」 

太宰治 「富嶽百景」 

 

 

朗読：サークル『朗読の楽しみ』のみなさん 

日時：6月 6日(土) 13時 30分～（開場 13時） 

場所：小平市中央図書館 ３階 視聴覚室 

入場無料 予約不要 定員 60名 

問合せ：090-9685-1404 友の会（剣持） 

e-mail：kltomonokai@gmail.com 

後援：小平市教育委員会 

mailto:kltomonokai@gmail.com
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友の会ではこんな交流もできます！  
 
おすすめ本の往復書簡 
 

千野栄一『プラハの古本屋』中公文庫 2025.8.25 

(初出『プラハの古本屋』1987.3 大修館書店刊） 

 

３年ほど前、幸運なことにプラハに１週間ほど

滞在する機会がありました。その時にもとめたガ

イドブックは先日の小平図書館友の会主催の古

本市(3/21,22)に寄付しました。 

カナダのカーニー首相のダボスでの演説では、

ビロード革命（旧チェコスロバキアの民主化革命）

を率いたハヴェルに触れられています。加えて、

社会科学だけでなくたまにはエッセイや小説も

読もうと思っていたので、国分寺の紀伊國屋で、

平積みになっていたこの本に出会い、思い切って

購入しました。 

チェコの首都プラハは、ラべ川（ドイツ語名エル

ベ川）の支流ヴルタヴァ川（ドイツ語名モルダウ

川）にまたがって発達してきた町で、この川が右

にゆるやかに曲がる右岸の一帯を占める旧市街

と、その対岸の城のそびえる小地区が有名なとこ

ろで、この二つをカレル橋が結んでいます。戦禍

を受けていない、ビールと古本屋の町と紹介され

ます。スメタナやドボルザークゆかりの音楽の地

でもあります。プラハ近郊で行われた、プロテス

タントとカトリックの「白山（ビーラ・ホラ）の

戦い（1620 年）」に、カトリック側の兵士として

デカルトも参戦した可能性があります。 

著者の千野栄一さんは、1958 年交換留学生とし

てカレル大学に入学後、10年間滞在しスラブ語を

研究され、毎週のように古本屋を訪ねられました。

そこで出会った人々との友情や、書物、とりわけ

語学書との縁が語られます。40年以上前の内容で

すが気品のある文章で、本好きの方には、魅力満

載のエッセイ集と思います。米国や西欧でないと

ころも視野を広げてくれます。 （加本 実） 

 

加本さま ――― 

懐かしい本の紹介ありがとうございます。 

先日本屋で文庫本になっているのをみて、懐か

しく思いだしたところでした。 

いまから 40年ぐらい前に２週間ぐらい出張で訪

問することになり、その前にいろいろ予習として

読んだ１冊でした。当時出たばかりで話題になっ

た記憶があります。ちょうど長男がおなかにいた

ため妻を連れて行けませんで、いまでも申し訳な

かったと思い出しています。 

 

 

さて、わくわくして古本屋を探し回ったのです

が、なかなかなくてようやく見つけても立派な古

書は持ち込んだドル札位では到底買えず、やむを

えず絵入りの面白そうなファクシミリ版をおみ

やげにしました。それでも重かったです。いまで

も大型本を収めている棚に入っていますが、読め

ないし完全にこやしになっています。 

あの頃はまだ古書というものの意味がよく分

かっていなかった。鹿島茂さん（仏文学者、古書

マニアとしても有名）の紹介をいろいろ読んで、

これは大変な世界なんだと理解できたのはそれ

から 20年ぐらいのちです。（なお当時は共産圏で、

ドル札は非常に有用でした。タクシーの運転手が

脅してきたときにもドルで払ってやると言って

事なきを得た記憶があります） 

千野さんが紹介されていた川沿いの地下のビア

ホールなどいろいろ行ってみました。その後、今

から 20 年ぐらい前でしたか、ヴルタヴァ川が大

氾濫して、プラハの町も数週間水没し相当の浸水

被害が出ました。多分、あの古本屋も、あのビア

ホールも水没してしまったのだろうと、かなしく

なつかしい思い出になっています。 

（久保田文人） 

 

久保田さま ――― 

思い出の返信ありがとうございます。 

何と行かれたことが、ありましたか。 

ヴルタヴァ川（モルダウ川）の洪水は、英語版の

ウィキペディアに詳しいですね。 

https://en.wikipedia.org/wiki/Vltava 

2002年と 2013年の２回あったようです。 

この洪水の話は、東日本大震災（2011/平成 23年）

後に仙台であった 2015年 3月 14日～18日の第３

回国連防災世界会議で聞いた事がありました。 

その時は、イメージが湧かない話でした。 

我々の世代だと、東京オリンピック 1964年の体

操競技女子で活躍した旧チェコスロバキアのベ

ラ・チャスラフスカはきっと記憶にありますね。 

ソビエト体制に抵抗した一人として、彼女の写

真も、国立博物館別館の現代館にありました。 

説明に「東京オリンピック」がなかったのは残念

でした。博物館に提言するのも一興かと思ってい

て忘れていました。 

飛行場のタクシーは Uberになっていて、夜中に

着いたこともあり、要領を得ず苦労しました。世

界がどんどん移り変わっていくことを感じます。 

（加本 実） 


